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”
古
墳
め
ぐ
り
に
思
う
“

―

第

一
〇
回
親
と
子
の
古
墳
め
ぐ
り
に
向
け
て

会

長

　

田

口

　

義

之

本
会
恒
例

の
″
親
と
子
の
古
墳
め
ぐ
り

″
　
　
こ
の
古
墳
め
ぐ
り
も

一
時
危
機
を
迎
え

は
本
年

で

一
〇
回
目
の
記
念
す

べ
き
年
を

　

た
時
も
あ
り
ま
し
た
。
確
か
三
回
目
ぐ
ら

迎
え
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
時
だ
と
思
い
ま
す
が
、
参
加
者
が
少

一
口
に
十
回
と
申
し
ま
し
て
も
幾
多

の

　

な
く
、
お
ま
け
に
午
後
雨
と
な

っ
て

″
も

試
練
を
乗
り
越
え
て
来
た
だ
け
に
感
慨
深

　

う
や
め
よ
う
で
は
な
い
か
ク
の
声
が
あ
が

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
企
画

の
発
案
者
は
誰
で
あ

っ
た
の

か
、
も
う
思

い
出
せ
ま
せ
ん
が
、
第

一
回

の
親
と
子
の
古
墳
め
ぐ
り
が
大
成
功
を
収

め
、
以
後
会

の
恒
例
行
事
と
し
て
市
民
に

も
定
着
し
た
の
は
、
神
谷
名
誉
会
長
、
山

口
副
会
長
を
始
め
多
く
の
会
員

の
情
熱
の

た
ま
も
の
で
す
。

今

で
も
強
烈
に
思

い
出
さ
れ
ま
す
が
、

初
回
の
古
墳
め
ぐ
り
が
無
事
終
了
し
て
、

ψ
養
老

の
滝

″
で
打
ち
上
げ
を
行
な

っ
た

際
、

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
古
墳
め
ぐ
り

が
紹
介
さ
れ
た
時
は
、
全
員

で
バ
ン
ザ
イ

を
斉
唱
し
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
危
機
も
、
新
た
な
強
力

な
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
篠
原
さ
ん
が
現
わ
れ
、

今
回
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
る
こ
と
と

な

っ
た
の
で
す
。

中
に
は
劇
的
な
古
墳
め
ぐ
り
も
あ
り
ま

し
た
。

一
昨
年
の
古
墳
め
ぐ
り

（
八
回
目
）
は

服
部
か
ら
二
子
塚
の
コ
ー
ス
で
し
た
が
、

朝
方
ま
で
豪
雨
が
続
き
、
直
前
ま
で
決
行

か
中
止
か
で
大

い
に
迷

い
、
思

い
切

っ
て

決
行
す
る
と
、
現
地

に
到
着
す
る
頃

に
は

雨
が
止
み
、
歩
き
出
す
と
見
る
見
る
雲
が

と
ざ
れ
、
最
後
に
は
篠
原
さ
ん
の
ク
さ
あ

入
り
ま
し
ょ
う

ク
の
掛
声

で
初

め
て
二
子

塚
の
石
室

に
入
り
、
大
好
評
の
内
に
終
え

る
こ
と
が
出
来

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

今
回
は
十
回
日
と
い
う
こ
と
で
色

々
な

新
し
い
企
画
を
た
て
て
お
り
ま
す
。

古
墳
め
ぐ
り
初
め
て
の
貸
切
バ
ス
に
よ

る
探
訪
、
午
後

の
ス
ラ
イ
ド

（或
は
映
画
、

古
墳
め
ぐ
り
の
存
続
も
、
そ
の
成
功
は

一
に

皆
さ
ん
の
協
力

い
か
ん
に
か
か

っ
て
い
ま

す
。是

非
、　
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
御
参

加
い
た
だ
き
全
員
で
成
功
に
導
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
十

年

の
歩

み

）

第

一
回
親
と
子
の
古
墳
め
ぐ
り

（
Ｓ
５８

５

・
５
）
駅
家
町
服
部
大
池
周
辺

参
加

一
二
六
名

第

二
回
　
　
″
　

　

（
Ｓ
５９

・
５
　
５
）

赤
坂
町
方
面
　
参
加

工
〇
二
名

第
二
回
　
　
ク
　

　

（
Ｓ
６０

．
５

・
５
）

神
辺
、
加
茂
方
面
　
参
加
六
九
名

第
四
回
　
　
″
　

　

（
Ｓ
６‐
　
５

・
５
）

神
辺
町
御
領
方
面
　
参
加
五
三
名

第
五
回
　
　
″
　

　

（
Ｓ
６２

・
５

・
５
）

服
部
大
池
周
辺
　
参
加
七
二
名

第
六
回
　
　
″
　

　

（
Ｓ
“

・
５

・
５
）

赤
坂
町
方
面
　
参
加

一
〇
三
名

第
七
回
　
　
″
　

　

（
Ｈ
ｌ

・
５

・
５
）

加
茂
、
駅
家
町
方
面
　
参
加

一
一
二
名

第
八
回
　
　
ク
　

　

（
Ｈ
２
　

５

・
５
）

服
部
大
池
周
辺
　
参
加

一
〇
三
名

第
九
回
　
　
ク
　

　

（
Ｈ
３
　
５
　
５
）

神
辺
、
加
茂
方
面
　
参
加
六
八
名

第
十
回
親
と
子
の
古
墳
め
ぐ
り

（
平
成

四
年
五
月
五
日
実
施
予
定

講
演
会
と
い
う
案
も
あ
り
ま
す
）
上
映
会

又
、
こ
の
十
年
を
振
り
返

っ
た
パ
ネ

ル
展

示
会
、
記
念
誌

『
福
山

の
古
墳
」

（仮
称
）

の
発
刊
も
検
討
中
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
今
回

の
企
画
も
、
今
後
の
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神
石
郡
の
古
代
郷

特
に
神
石
郷
に
つ
い
て

出
内
　
博
都

過
疎

の
代
表
地

の
よ
う
な
神
石
郡
も
古

代
に
お
い
て
は
四
郷
を
も

つ
普
通
の
郡
で

あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

て
ぃ
師
剛
「
ぃ

本 っ
認
績
奎
商
章
ら

薫
月 っ
ぃ

七
の
条

に

一
備
後
国
司
、
自
雉
を
亀
石
郡

に
獲

て
貢
れ
り
、
乃
当
郡
の
課
役
悉

に
免

さ
る

」
と
み
え
る
の
を
最
初
と
す
る
が
、

吉
備
国
が
備
前
、
備
中
、
備
後
と
分
割
独

立
す
る
の
は
も
う
少
し
後
の
様

で
あ
る
が
、

七
世
紀
末

に
は

一
応
郡
と
し
て
成
立
し
て

ぃ
舞
設
珊
物
「
』
デ

ニ
（

晦
哺
岬
融
げ

（
正

倉
院
文
書
）

「
備
後
国
神
石
郡
志
麻
郷
戸

主
物
部
水
海
…

」
と
あ
り
こ
れ
以
後
神
石

郡
を
用
い
て
い
る
。
和
名
抄

に
は

「
神
石

」

と
記
し
、

「
加
女
志

」
と
訓
じ
て
い
る
。

そ
れ
に
含
ま
れ
る
郷
と
し
て
、
神
石
　
志

高
市

（
訓
不
明
）
　

一二
坂

（
訓
不
明
）

の

四
郷
を
あ
げ

て
い
る
が
、
志
は
前
記
の
勘

籍
な
ど
か
ら
み
て

「
志
麻

」
と
み
て
よ
い
。

こ
の
四
郷
が
現
在
の
ど
の
地
方
に
当
る
か

に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ

っ
て

一
定
し
な
い

が
、
多
く
の
説
が
神
石
郷
が
現
三
和
町
亀

石
を
中
心
と
し
た
地
方
で
あ
り
、
高
市
郷

が
現
神
石
町
高
光
を
中
心
と
し
た
地
方
で

あ
り
、
志
麻
郷
は
後
世
に
志
麻
里
庄
と
い

わ
れ
た
三
和
町

一
帯
を
さ
し
、
三
坂
郷
は

現
東
城
町
三
坂

（
元
神
石
郡
内
）
や
油
木

町
、
豊
松
村
な
ど
を
さ
す
と

い
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
で
神
石
郷
が
三
和
町
亀
石

附
近
と
い
う
の
は
全
く
成
立
し
な
い
。
神

石
郡
の
境
域
内
に
四
郷
設
定
す
る
う
ち
志

麻
郷
を
現
在

の
三
和
町
の
大
部
分
と
す
る

と
、
中
心
と
な
る
小
畠
集
落
と
亀
石
集
落

は
隣
集
落
で
亀
石
は
後
世

の
志
麻
里
七
郷

の
中

へ
完
全
に
入

っ
て
し
ま
い
、

い
わ
ゆ

る
ド
ー
ナ
ツ
型
の
郷
設
定

に
な
る
。
亀
石

と
い
う
字

に
惑
わ
さ
れ
た
結
果
と
思
わ
れ

る
が
、
亀
石
と
い
う
地
名
は
ご
く

一
般
的

で
全
国
的
に
は
か
な
り
あ
る
地
名
と
思
え

る
の
で
こ
れ
を
根
拠

に
す
べ
き
で
は
な
い

と
思
う
。
神
石
郷
を
考
え
る
場
合
、

「
水

野
記
宍
瑞
源
院
本
あ

項
に
現
神
石
町
福
永
に

つ
い
て
「
門
田
庄
郡
村
、
南
光
山
向
陽
庵
、

岬
端
志
珈
酬
げ
【
螂
前
姉
い
敵

（
拾

』
囃
一

神
石
大
明
神
　
古
社
領
拾
貫
　
毛
利
家
没

収
之
、
門
田
庄
門
田
村
西
深
山
政
蓮
寺
禅

梼
み
榊
訓
ｒ

ヽ
郡
撃
瀞
卿
脚
」
『
籠
則
融

尾
再
興

（中
略
）
社
領
弐
拾
貫

（中
略
）

門
田
庄
和
泉
村

八
幡
宮
、
天
文
三
乙
末
年

宮
野
高
雄
再
興

（中
略
）
中
谷
寺
、
真
言

宗
、
古
大
内
某
之
建
立
、
寺
領
拾
貫

（中

略
）
右
郡
村

・
門
田
村

・
和
泉
村
是
謂
三

村
、
又
号
福
永
村
、
皆
福
永
村
之
内
也

」

と
み
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
福
永
村
は
門

田
庄
と
い
う
庄
園
で
あ

っ
た

（領
家
不
明
）

こ
と
が
知
れ
る
。
庄
官

の

一
種
で
あ

っ
た

「
公
文

」
の
存
在
を
示
す
地
名
と
し
て
大

久
保
谷
に
「
久
も
ん
き
う

」
と

い
う
地
名

も
残

っ
て
い
る

（現
殿
敷
地
区
町
営
住
宅

南
附
近
）
承
種
器
）Ю
年

の
検
地
帳
に
よ
れ

ば
郡
村
は
小
堀
谷
、
和
泉
村
は
泉
谷
と
し

て
存
在
し
、

こ
の
他
に
小
堀
山

（
八
幡
神

社
鎮
座
）
泉
山

（城
跡
あ
り
）
な
ど
が
知

ら
れ
る
。
神
石
大
明
神
は
現
在

の
と
こ
ろ

不
明
で
あ
る
が
お
そ
ら
く
近
代
に
入

っ
て

小
堀
山
八
幡
社
に
合
杷
さ
れ
た
三
十
数
社

の
な
か
に
埋
も
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

神
石
郡
の
郡
衛

が
あ

っ
た
処
が
郡
村

（
こ

お
り
村
Ｈ
古
堀
谷
）
と
し
て
残

っ
た
も
の

で
あ
ろ
う

（
こ
の
例
は
全
国
的
な
現
象
で

あ
る
）
神
石
と
い
う
地
名
を
さ
ぐ
る
手
が

か
り
が
古
堀
山
八
幡
神
社

の
あ
る
地
域

「
岩
石

」
と
い
う
地
名

の
中

に
あ
る
と
思

う
。
地
形
的
に
岩
石
地
帯
と
は
思
え
な
い

地
域

に
あ
る
こ
の
地
名
、
何
か
由
来
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
き
大
体
次

の

三
点
位
が
考
え
ら
れ
る
。

■
岩
は
神
の
転
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

熊
本
県
八
代
郡
宮
原
町
立
神
に
あ
る
立
神

峡
の
立
神
と
い
う
地
名
は
岩
礁
な
ど

「
突

き
立

っ
た
岩

」
に
よ
く
名

づ
け
ら
れ
て
い

る
ら
こ
の
場
合

「
神

」
と
は
岩
の
意
に
は

か
な
ら
な
い
。

（松
尾
俊
郎
　
地
形
地
名

の
知
識
）
と
い
う
地
名

の
転
化
論

（
巨
石

崇
拝
な
ど
の
自
然
信
仰
が
基
盤
に
あ
る
）

か
ら
岩
は
神

で
あ
る
と
す
れ
ば
岩
石
と
い

う
集
落
名
は
明
ら
か
に

「
神
石

」
に
な
る

は
ず
で
あ
る
。
然
も
そ
こ
が
郡
家
の
有
在

を
示
す
郡
村

（小
堀
山

八
幡
社
）

に
あ
る

と
す
れ
ば
神
石
郷
は
こ
の
附
近
、
即
ち
現

神
石
町
に
比
定
す

べ
き
で
あ
る
。

２
岩
は
斎
う
の
転
化
で
は
な
い
か
、
斎

う
に
は
神
聖
な
る
も

の
と
し
て
杷
る
、
神

と
し
て
あ
が
め
る
な
ど
の
意
が
あ
り
、
神

石
が

「
斎
る
石

」
「
斎
う
石

」
な
ど
の
変

化
を
経
て
音
の
み
伝
わ
り
岩
石
に
転
化
し

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

３
盤
座
、
岩
座
か
ら
転
化
し
て
神
が
岩

に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
盤
座
は
神

の

い
ら

っ
し

ゃ
る
処
と
い
う
意
味

で
あ
り
、

こ
の
「
い
わ

」
は
神
を
意
味
し
て
い
る
か

ら
、
神
が
岩

に
か
わ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

′一
。以

上
の
様

に
平
地
に
あ
る

「
岩
石

」
と

い
う
地
名
は
本
来
の

「
神
石

」
と

い
う
地

名

の
変
化
と
み
て
よ
い
。
神
石
町

一
帯
は

古
代

の
帝
釈
峡
遺
跡
に
連
な
り
、
更
に
は

大
和
政
権

の
前
進
基
地
と
し
て
、
既
に
四

世
紀
に
は
全
長
七
十
五
メ
ー
ト
ル
と
い
う

備
後
随

一
の
前
方
後
円
墳

で
あ
る

「
辰

ノ

ロ
古
墳

」
が
築
造
さ
れ
以
後
現
在
判
明
し
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て
い
る
も
の
だ
け
で
も
町
内
で
百
基
に
近

い
古
墳
が
あ
り
、
こ
の
面
で
は
質
量
と
も

に
圧
倒
的
に
他
地
区
に
卓
越
し
て
い
る
。

七
世
紀

に
固
定
し
て
い
く
律
令
体
制

の
中

で
郡
の
中
核
を
な
す
地
域
と
し
て
の
条
件

を
も

っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

従
来
よ
く
い
わ
れ
て
い
る
高
光
が
高
市

郷

の
名
残
だ
と
い
う
こ
と
は
全
く
論
外

の

事
と
思
う
。
高
光
と
い
う
の
は
明
ら
か
に

十
世
紀
な
か
ば
頃
か
ら
出

て
く
る
律
令
制

の
人
頭
税
体
制
に
か
わ
る
土
地
税
制
と
し

て
田
堵

・
名
主
体
制

の
名
田
の
名
残
と
い

え
よ
う
。
福
永

（福
長
）
も
こ
う
し
た
名

田
系
の
名
称
で
あ
る
。
包
轄
的
な
福
長
名

が
荘
園
化
し
て
門
田
荘

（領
家
不
明
）
と

な
り
、
そ
の
中

へ
門
田
、
和
泉
、
郡

（古

堀
）
な
ど
の
具
体
的
な
生
活
圏
と
し
て
の

自
然
村
落
が
形
成
さ
れ
、
荘
園
消
滅
期
に

も
と
の
名
田
地
名
で
あ
る
福
長

（永
）
が

復
活
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

神
石
郡
内

の
他
の
三
郷

の
う
ち
境
域
や

範
囲
は
別
と
し
て
、
志
麻
郷
の
三
和
町
地

方
、
三
坂
郷

の
東
城
町
三
坂
、
油
木
町
新

免
地
方

（或

い
は
永
野
地
域
は
含
ま
れ
る

か
も
？
）
は
ほ
ぼ
間
違

い
な
い
と
思
え
る
。

残
る
高
市
郷
は
豊
松
地
域
を
中
心
と
し

て

一
部
油
木
町
に
及
ぶ
地
域
を
設
定
で
き

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
神
石
郡
の
境
域

が
近
世
封
建
体
制
の
よ
う
に
固
定
す
る
の

は
少
く
と
も
和
名
抄

の
で
き
る
十
世
紀
頃

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
え
る
。
平
城
京

跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡

の
中

に
神
石
郡
加

茂
郷
と
い
う
の
が
あ
り
、
安
那
郡
大
家
郷

を
現
三
和
町
大
矢
に
比
定
す
る
説
が
あ
り
、

更
に
現
油
木
町
小
野
地
区
の
東
城
川
に
面

す
る
西
方
の
谷
に
後
谷
と
か
隠
殿
な
ど
の

地
名
を
残
す
処
を
み
る
と
小
野
地
区
が
備

中
町
方
面
か
ら
開
け

一
時
期
備
中
圏
に
属

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
な
ど
、
未
解
決

な
課
題
が
多
く
古
代
郷
は
極
め
て
流
動
的

で
あ

っ
た
と
思
う
。

こ
う
し
た
現
実

の
中

で
神
石
町
の
辰

ノ
ロ
古
墳
、
神
石
大
明
神
、

郡
村
な
ど
は
神
石
郡
の
古
代
郷

の
歴
史
を

探
る
原
点
の

一
つ
と
い
え
よ
う
。

讃
岐
の
探
訪
、
神
の
谷

小
島
　
袈
裟
春

五
色
台
自
峰

の
、
ふ
っ
く
ら
と
な
だ
ら

か
な
稜
線
が
、
滑

べ
る
様

に
下
が

っ
て
、

南
側
の
膝
を
立
て
た
如
く
そ
ば
立

つ
五
夜

ケ
岳
と
の
間
に
、

ア
ッ
ケ
ラ
カ
ン
と
明
か

る
い
谷
間
を
形
作
る
。
そ
の
、
さ

ゝ
や
か

な
流
れ
を
伴
な

っ
た
谷
が
西
北

に
向

っ
て

開
け
始
め
た
辺
り
に
、
式
内
社
、
神
谷
神

社
が
鎮
座
し
て
居
た
。

主
祭
神
は
火
結
命
、
あ
の
迦
具
突
智
神
の

事
で
あ
り
、
又
秋
葉
大
明
神
と
呼
ば
れ
、

三
宝
荒
神

の
主
祭
神
で
も
あ
る
、
次
位
は

奥
津
彦
命
と
奥
津
姫
命

の
相
偶

へ
る
神
、

備
後

の
辺
り
で
は
、
荒
神
様
と
恐
れ
杷
ら

れ
る
神
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
火
と
水

の
性

を
合
せ
持

つ
荒
ぶ
る
神
々
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ど
う
し
た
事
だ
、
明
か
る
く
楽
し

げ
な
こ
の
谷
間
は
、
恐
ろ
し
き
神

々
の
集

う
場
所
で
も
あ

っ
た
。

一
般

に
現
代

の
我

々
は

「
神
様

」
と
は
氏

神
様

や
鎮
守
様

に
代
表
さ
れ
る
如
く
、　
一

族
や
村
人
を
守

っ
て
下
さ
る
存
在
、
と
考

へ
る
が
、
古
代
に
お
い
て
は
、
神
は
人
々

に
災

い
を
も
た
ら
し
、
崇
る
存
在
な
の
で

あ

っ
た
。
そ
の
事
は
書
紀
を

一
読
す
れ
ば

良
く
分
る
、
人
々
は
こ
の
災

い
を
逃
れ
る

為

に
こ
そ
、
神
を
祭
り
神
撰
を
捧
げ
、
神

の
怒
り
を
静
め
よ
う
と
努
力
を
重
ね
た
の

で
あ

っ
た
。
神
谷
の
荒
神
様
達
は
、
ど
の

様
な
災

い
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

常
陸
国
風
土
記
に
、
様
ル
の
神
の
記
事
が

あ
る
。
人
々
の
民
ゞ

麻ま
夕
響
は
開
墾

の
邪

魔
を
す
る
神
々
を
、
甲
胃
を
着
、
武
器
を

持

っ
て
山
に
追
い
上
げ
、
山
口
に
標
の
統

を
立
て
「
こ
れ
よ
り
上
を
神

の
地
と
な
す
、

下
は
人
の
地

で
あ
る

（出

て
来
る
な
）

」

と
宣
言
し
た
、
と
あ
る
。

「
延
喜
式
祝
詞

集

」
の
中

に

「
遷
神
崇
神

」
と
云
う
祝
詞

が
あ
る
。

「
荒
び
給

い
健
び
給
う
事
な
く

（中
略
）
神
直
び
大
直
び
に
直
し
給

い
て

こ
の
地
よ
り
は
四
方
を
見
は
る
か
す
山
川

の
清
き
地

に
遷
り
出
ま
し
て
我
が
地
と
領

き
ま
せ

」

（
梅
原
猛
著
、
神
々
の
流
ざ
ん

よ
り
）
近
世

で
は
全
く
忘
れ
ら
れ
て
、
本

居
宜
長
で
さ
え
使
用
目
的
不
明
、
と
し
た

（
同
書
）

こ
の
祝
詞
だ
が
、
神
籠
な
ど
臨

時
の
祭
杷
か
ら
社
殿
を
造

っ
て
神
を
杷
る

と
云
う
変
化
が

一
般
化
さ
れ
た
頃

に
、
こ

の
祝
詞
は
大

い
に
活
用
さ
れ
た
、
と
私
し

は
考
え
て
居
る
。

神
谷
の
荒
神
様
達
に
も
こ
れ
は
当

て
は
ま

る
の
で
あ
ろ
う
、

「
早
水
害
、
病
虫
害
、

人
々
の
病
を
起
す
荒

ぶ
る
神
々
よ
、
（明
か

る
く
見
晴
良

い
）

こ
の
谷
は
神

の
地

で
す
。

こ
の
地
よ
り
出

て
来
ま
す
な
、
そ
の
代
り

祭
を
絶
や
さ
ず
御
仕
え
致
し
ま
す

」
、
古

代
人
の
祈
り
が
聞

こ
え
て
来
る
様
で
も
あ

っ
た
。

弘
仁
三
年

（
八

一
二
年
）
嵯
峨
天
皇

の
御

代
、
弘
法
大
師
の
叔
父
、
阿
刀
大
足
が
始

め
て
社
殿
を
造
り
、
春
日
四
神
を
相
殿
に

勧
請
し
た
、
と
旅
行
の
資
料
に
あ

っ
た
、

藤
原
氏
の
勢
力
の
浸
透
ぶ
り
が
察
せ
ら
れ

る
伝
承
で
も
あ
る
。

棟
札

に
よ

っ
て
建
保
七
年

（
一
二

一
九
年
）

建
立
と
由
緒
の
分
か
る
、
国
宝
の
三
間
社

流
造
り
の
本
殿
は
素
朴

で
質
素
な
が
ら
、

桧
皮
葺
き
屋
根
全
体
が
大
き
く
反

っ
て
向

拝
を
形
造
り
、
や
り
が
ん
な
仕
上
げ
の
柱

と
共

に
古
式
を
残
し
て
、
荘
重
さ
の
中
に

優
美
で
も
あ

っ
た
。

本
殿
か
ら
十
米
程
前

に
あ
る
拝
殿
は
、
後
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年

の
建
築
な
が
ら
、
こ
れ
も
古
式
を
伝
え

て
床
は
な
く
、
拝
所
と
云

っ
た
感
じ
の
建

物

で
あ
る
、
そ
の
脇

の
戸
を
開
け
、
我
々

を
神
域

に
導
き
入
れ
て
御
説
明
さ
れ
た
の

は
、
美
し
く
愛
嬌
豊
か
な
、
宮
司
の
奥
様

で
あ

っ
た
、
私
し
が

一
番
興
味
を
引
か
れ

た
の
は
御
神
像
七
体

の
内
、
奥
津
姫
命

の

み
石
像
で
他
は
木
像
と
の
事
だ
、
奥
津
姫

は
必
ら
ず
奥
津
彦
と
組
ん
で
杷
ら
れ
る
神

な
の
で
、
こ
れ
は
不
思
議
で
あ
る
。

「
本
来
は
姫
が
主
祭
神

で
は
な
い
で
す
か

」

と
貿
問
す
る
と
、
奥
様
が
屋
根
を
指
差
し

た
、
千
本

の
外
側
が
削
ら
れ
て
男
神

の
印

な
の
で
あ

っ
た
。

宝
物
殿
で
重
文

の
数

々
を
見
学
し
、
谷
を

上

っ
て
磐
座
な
ど
を
拝
し
て
神
社
前
に
戻

っ
て
来
た
ら
片
隅
に
層
塔
ら
し
い
石
が
苔

む
し
て
積
ん
で
あ

っ
た
、
オ
ヤ
と
思

っ
て

近
く
に
居
た
宮
司
の
奥
様

に
聞
く
と
、

「
向
う
に
神
宮
寺
が
あ

っ
た
の
で
、
そ
の

頃

の
遣
物
だ
と
思

い
ま
す

」
と
云

っ
て
指

を
差
し
た
、
そ
の
方
向
を
見
る
と
立
派
な

瓦
屋
根

の
御
殿
が
見
え
る
、
思
わ
ず

「
あ

れ
で
す
か
？

」
と
云

っ
た
ら
、
奥
様
は
婉

然
と
は

ゝ
え
ん
で

「
ま
あ
―
あ
れ
は
私
共

の
住

い
で
す
の
よ
、
神
宮
寺
跡
は
も

っ
と

先
で
す
置
と
云

っ
た
、
そ
の
瞬
間
、
私
は

先
程

の
疑
間
が
氷
解
し
た
の
で
あ
る
、
何

故
奥
津
姫

の
像

の
み
石

で
あ
る
の
か
が
。

前
出

の
三
神

の
外
後
で
合
杷
さ
れ
た
春
日

四
神
と
は
、
天
児
屋
命
、
武
み
か
槌
神
、

ふ
つ
主
神
、
姫
大
神
だ
が
姫
大
神
は
最
年

長
だ
が
独
身
で
あ
る
。
若

い
奥
津
姫
に
は

夫
が
あ
る
…
…
他
は
全
部
男
神
。
…
…
私

し
は
ふ
と
思

い
付

い
て
、
姫
神
に
写
真
を

撮
ら
せ
て
下
さ
い
と
頼
み
カ
メ
ラ
を
構
え

た
ら
、
後
か
ら

「
私
し
が
撮

っ
て
あ
げ
る

か
ら
並
び
な
さ
い
よ

」
と
声
が
す
る
、
振

り
返
る
と
探
訪
会
員

の
姫
神
が
、
私
し
の

心
根
を
見
透
か
し
た
様

に
は

ゝ
え
ん
で
居

た
。
私
し
は
こ
う
云
う
場
面
に
弱
い
、
ク

シ
ャ
ク
シ
ャ
顔
に
な
る
の
で
あ
る
、
さ
て

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
頂

い
て
御
礼
を
云

っ
て
居
る
と
、
又
後
か
ら

「
僕
も

」
と
声

が
し
た
、
見
る
と
探
訪
会
員

の
苦
み
走

っ

た
美
男
の
神
が
姫
神

に
寄
り
そ

っ
て
Ｖ
サ

イ
ン
を
出
し
て
居
る
、
嫉
妬
深

い
私
し
は

「
フ
イ
ル
ム
切
れ
で
―
す

」
と
云
お
う
と

し
た
が
、
二
人
の
姫
神
様
が
に
こ
や
か
に

見
守

っ
て
居
た
の
で
、
思

い
直
し
て

一
枚

撮

っ
て
や

っ
た
。

神
谷
で
は
姫
神
様
は
モ
テ
モ
テ
な
の
で
あ

る
、
夫

の
あ
る
女
神
は
石
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
そ
の
事
を

姫
神
様
達
は
皆
知

っ
て
居
た
に
違

い
な
い
。

一
九
九
二
年

一
月

讃

岐

路

Ｋ
Ｋ
生

善
通
寺
市

の
古
墳
、
弘
法
大
師
が
御
生

れ
に
な

っ
た
所
、
四
国
御
遍
路

の
札
所
を

そ
の
ま

ゝ
市

の
名
称
と
し
た
、
善
通
寺
市

は
、
門
前
町
だ
と
計
り
思

っ
て
居
た
が
、

聞
く
と
見
る
と
は
大
違

い
、
自
衛
隊
基
地

と
云
う
厳
め
し
い
街

で
も
あ

っ
た
。

だ
が
驚
く
程
の
事

で
は
な
い
か
も
知
れ
な

い
、
こ
の
辺
り
は
古
代
、
大
豪
族
が
住
み

付
い
て
、
そ
の
収
益
を
維
持
拡
張
す
る
た

め
、
盛
ん
に
軍
備
を
増
強
し
、
強
兵
専

一

に
し
た
土
地
柄
と
考
え
ら
れ
な
い
事
も
な

い
‥
‥
‥
。

資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
付
近
は
弥
生
の
遺

跡
が
広
範
囲
に
検
出
さ
れ
、
石
器
、
土
器

は
数
知
れ
ず
、
銅
鉾
、
銅
剣
、
家
型
埴
輪
、

弥
生
の
墳
墓
か
ら
、
下

っ
て
は
初
期
か
ら

後
期
の
古
墳
が
、
市

の
付
近
に
ぴ

っ
し
り

と
密
集
し
て
、
備
後
地
方
に
は
数
少
な
い

前
方
後
円
墳
が
、
こ
れ
も
初
期
か
ら
後
期

ま
で
、
同
市
内
丈

で
十
基
余
り
も
ず
ら
り

と
並
ぶ
。
こ
の
連
続
が
果
し
て
同

一
族
の

系
統
を
物
語
る
も

の
か
ど
う
か
は
分
ら
な

い
。
そ
れ
程
の
調
査
は
進
ん
で
居
な
い

と
云
う
事

で
も
あ
る
が
…
…
。

そ
の
数
少
な
い
調
査
が
、
後
期
の
王
墓
山

前
方
後
円
墳
で
、
昭
和
五
十
七
年
に
実
施

さ
れ
意
外
な
程
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
。

土
器
や
装
飾
品
や
金
銅
製
冠
帽
な
ど
を
始

め
武
具
、
馬
具
、
刀
剣
等

こ
の
豊
か
な
平

野
を
制
圧
す
る
為
の
道
具
は
す

べ
て
整

っ

て
居
る
の
で
あ
る
。

さ
て
見
学
出
来
た
古
墳

の

一
つ
、
そ
の
王

墓
山
古
墳
は
復
現
工
事
が
進
行
途
中
で
あ

っ
た
が
、
全
長
四
十
六
米
、
後
円
　
一局
さ

六
米
と
、
谷
相
平
野

の
真
中
に
小
山
の
様

に
存
在
し
て
居
た
、
以
前
は
み
か
ん
畑
と

の
事

で
、
盗
掘

の
う
わ
さ
も
あ

っ
た
様
だ

が
、
何
処
か
ら
も
見
え
る
所
で
ま
あ
や
り

に
く
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
遺
物
も
内
容

も
前
出

の
様

に
王
墓

に
ふ
さ
わ
し
く
、
特

に
玄
室
内

の
石
屋
形
が
出
雲
地
方
と
九
州

肥
後
地
方

の
特
長
を
兼
ね
備
え
て
居
る
と

の
見
解
に
興
味
を
引
か
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

も
う

一
つ
は
宮

ケ
尾
古
墳

で
昭
和
四
十

一

年
、
残
土

の
整
理
中
、
天
丼
石
が
ブ

ル
ト

ー
ザ
ー
に
引
掛

っ
て
発
見
さ
れ
た
そ
う
だ

が
、
現
状
は
広

い
ほ
ゞ
平
坦
な
み
か
ん
畑

の
真
中

で
地
下
数
米
、　
一
見
地
下
式
墓
の

如
く
で
あ
る
が
、
盗
掘
さ
れ
て
居
た
事
か

ら
、
信
じ
難

い
様
だ
が
墳
丘

ご
と
、
人
知

れ
ず
埋
没
さ
れ
た
ら
し
い
と

の
事
で
あ
る
。

ま
あ
そ
れ
は
と
も
角
、
日
玉
は
奥
壁
及
び

側
壁

に
克
明
に
線
刻
さ
れ
た
、
船
団
、
武

人
、
騎
馬
等
の
画
像
な
の
で
あ
ろ
う
、
内

容
の
充
実
し
た
こ
の
線
刻
は
、
古
墳

の
主
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及
び
当
時
の
武
装
集
団
の
役
割
を
、
直
接

今
日
の
我

々
に
伝
え
て
呉
れ
る
生
々
し
い

資
料
な
の
で
も
あ

っ
た
。

ま
だ
ま
だ
調
査
は
こ
れ
か
ら
、
と
云
う
善

通
寺
市
の
古
墳
群
で
あ
る
が
、
強

い
興
味

を
引
か
れ
る
の
は
大
麻
山
に
あ
る
と
い
う
、

野
田
院
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
全
長
四
六

米

の
こ
の
古
墳
は
、
四
世
紀
前
半

の
築
造

と
さ
れ
る
が
後
円
部
が
積
石
で
構
成
さ
れ
、

朝
鮮
高
句

麗
の
系
統

に
近
く
又
付
近
積
石

塚
の
原
点
と
も
云
わ
れ
、
坂
出
を
経

て
高

松
石
清
尾
山

に
連
鎖
す
る
と
も
云
う
、
何

と
も
タ

メ
息
の
出
る
様
な
善
通
寺
な
の
で

あ

っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
石
清
尾
南
墳
群
、

見
学
し
た
か

っ
た
な
…
…
。

丸
亀
城
跡
、

「
海
を

へ
だ
て
る

」
、
こ

の
言
葉

に
云
い
つ
く
せ
な
い
深
く
広

い
意

味
が
あ
る
。
本
州
に
住
む
者
は

「
フ
ェ
リ

ー
や
連
絡
船
が
あ
れ
ば
同
じ
だ
ろ
う

」
、

と
軽
く
考
え
る
が
、
こ
れ
は
物
質
的
な
面

で
の
事
で
あ

っ
て
、
精
神
面
を
無
視
し
た
、

暴
一一一一口
で
あ

っ
た
。

そ
の
証
拠

の

一
つ
が
丸
亀
城

で
あ
る
。
わ

ず
か
五
万
石
の
領
地

に
あ
れ
丈

の
城
を
造

る
、
又
そ
の
城

の

（
あ
え
て
跡
と
は
言
わ

な
い
）
建
物

こ
そ
少
な
い
が
、
内
堀
と
内

郭
を
そ

っ
く
り
現
代
に
残
す
、
そ
う
云
う

努
力
を
し
た
人
が
居
て
、
そ
れ
を
受
入
れ

る
文
化
が
あ

っ
た
。

標
高
六
十
六
米
、
本
丸
、

二
丸
、
三
丸
及

び
下
の
郭
と
小
山

の
四
面
を
三
、
四
重
の

石
垣
で
巻
上
げ
、
麓
は
又
三
、
四
十
米
の

堀
が
四
面
を
め
ぐ
る
。
東
面
は
大
木
が
繁

っ
て
良
く
見
え
な
い
が
、
南
又
は
西
か
ら

見
る
と
、
山
全
体
が
巨
大
な
塔
の
様
に
見

え
る
所
が
不
思
議
で
あ

っ
た
。
石
垣
の
積

み
方
も
野
面
積
か
ら
切
石
積
ま
で
興
味
は

つ
き
な
い
で
あ
ろ
う
、
私
し
は
以
前
備
中

津
山
城
や
九
州
熊
本
城
の
石
垣

に
も
嘆
声

を
発
し
た
の
で
あ

っ
た
が
。
…
…
丸
亀
城

は
又
格
別
で
あ

っ
た
、
石
垣

の
美
日
本

一

と
丸
亀
市
は
誇
る
が
そ
れ
が
海
の
こ
ち
ら

に
、

ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
わ

っ
て
は
居
な
い

の
で
あ
る
。
瀬
戸
大
橋
が
か

ゝ
ら
な
け
れ

ば
、
備
陽
史
探
訪
会
員

で
な
け
れ
ば
私
は

一
生
丸
亀

に
は
行
か
な
か

っ
た
、
と
思
う
。

だ
が
そ
の
丸
亀
城

で
た

っ
た

一
ケ
所
私
し

が
良
く
知

っ
て
居
る
場
所
が
あ

っ
た
。
絶

対
に
見
逃
せ
な
い
所

で
あ
る
。
そ
れ
は
会

報

Ｘ
号
で
、
Ｓ
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
所
、

井
戸
な
の
で
あ
る
。
私
し
は
本
丸
を
隅
々

ま
で
探
し
た
が
見

つ
か
ら
な
い
、　
一
足
早

く
降
り
始

め
て
、

二
丸

の
妙
な
方
形
構
造

物

の
前
を
横
切

っ
て
行
く
と
、
東
屋
風
の

屋
根
が
見
え
た
、
看
板
も
あ
る
の
で
近
づ

く
と
ま
さ
に
そ
の
井
戸

で
あ

っ
た
。

直
径

二
米
程
、
深
さ
六
十
米
と
あ

っ
た
、

良
く
も
堀

っ
た
も

の
だ
が
、
こ
の
城

の
生

命
線
と
あ
ら
ば
、
や
ら
ず
ば
な
る
ま
い
。

…
…
だ
が
私
し
が
感
心
し
た
の
は
こ
の
井

戸
の
中
を
探
険
し
た
人
の
事
で
あ
る
。
も

う

一
人
は
そ
れ
を
や
ら
せ
た
人
の
事
で
あ

る
。
私
し
が
も
し
、
小
説
を
書
く
と
し
た

ら
、

こ
の
二
人
は
結
ば
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

…
…
Ｓ
さ
ん
は
井
戸

に
青
春
を
預
け
で
あ

る
、
と
云

っ
て
居
る
の
だ
が
。

一
九
九
二
年

一
月

「
一
年
過
ぎ
ま
し
た
」

赤
松
　
雅
子

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て

一
年
が

過
ざ
ま
し
た
。
教
科
書

に
書

か
れ
た
中
央

の
歴
史
し
か
知
ら
な
か

っ
た
私
で
す
が
、

今
日
で
見
る
身
近
か
な
歴
史
を
色
々
教
え

て
い
た
だ
い
て
そ
の
面
白
さ
に
目
覚
め
た

と
こ
ろ
で
す
。

足
利
直
冬
が
新
市

に
い
た
と
か
、
藤
原
純

友

の
名
前
は
知

っ
て
い
ま
し
た
が
そ
れ
を

滅
亡
さ
せ
た
人
が
恩
賞

に
沼
田
七
郷
を
与

え
ら
れ
楽
音
寺
を
中
心
に
現
在

の
本
郷
の

文
化

の
発
展
の
基
に
な
り
、
源
平
合
戦

の

勝
敗
に
よ
り
、
頼
朝

の
家
来
が
関
東
か
ら

こ
の
地

に
来

て
本
郷
三
原
の
歴
史
を
作
り
、

遠

い
大
和
政
権

の
蘇
我
氏
の
勢
力
が
強
力

に
働
い
て
兵
庫
県

の
竜
田
山
石
蘇
我
ブ
ラ

ン
ド
の
墓
が
備
後
、
安
芸

の
国
境

に
多
数

あ
る
と
か
、
こ
ん
な
に
中
央
と
私
達
の
住

む
地
方
が
政
治
に
左
右
さ
れ
直
結
し
て
い

た
と
は
想
像
し
た
こ
と
も
有
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

道
を
歩
き
な
が
ら
皆
様
に
色
々
基
礎
知
識

を
教
え
て
い
た
だ
き
、
皮
相
な
勉
強
し
か

し
て
い
な
か

っ
た
私
の
無
知
を
反
省
し
て

い
ま
す
。
幼
稚
な
質
問
に
も
何
時
も
て
い

ね
い
に
答
え
て
下
さ

っ
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ

い
ま
す
。

さ
て
話
は
変
わ
り
ま
し
て
十

二
月

一
日

の
尾
原
川
流
域
探
訪
は
小
春
日
和

に
恵
ま

れ
見
栄
え
の
す
る
古
墳
め
ぐ
り
で
楽
し
か

っ
た
で
す
ね
。

そ
の
中

で
も
特
に
私
が
興
味
を
持

っ
た
の

は
梅
木
平
古
墳
で
す
。
石
室
と
奥
室
合
わ

せ
て
長
さ
二
十

物
以
上
、
幅
三

物
、
高
さ

四

・
二

物
の
石
室
空
間
に
は
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
何
で
も
石
棺

一
つ
入
れ
る
の
に

人
間
が
五
十
人
位
は
い
れ
る
程

の
広
さ
が

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
山
口
さ
ん
は
大

き
さ
は
権
力
誇
示
の
為
と
説
明
さ
れ
ま
し

た
が
土
の
下
に
埋
め
て
見
え
な
く
し
て
し

ま
う
の
に
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
そ
の

活
用
を
私
が
空
想
し
て
み
た
の
で
す
が
、

吉
備
の
国
と
の
勢
力
抗
争
中
と
い
う
事

で

す
の
で
単
な
る
墓
と
見
せ
か
け
て
実
は
武

器
、
食
糧
の
秘
密
倉
庫
だ

っ
た
。
又
は
入

口
を
上
手
に
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ

ュ
し
て
Ｖ
Ｉ

Ｐ
と
腹
心
の
部
下
の
隠
れ
家
だ

っ
た
。

当
時

の
葬
送
の
法
令
も
人
々
の
思
想
も

知
ら
な
い
私
は
自
由

に
推
理
し
て
大

へ
ん
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楽
し
く
遊

べ
ま
し
た
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い

た
し
ま
す
。平

成
三
年
十
二
月
二
日
記

古
　
城
　
跡

武
人

の
往
来
せ
る
道
か

帷
子

の
音
　
風

の
音

額
に
汗
し
て
　
山
頂
を
め
ざ
す

行
け
ど
も
　
行
け
ど
も

頂
上
に

つ
け
ず
　
缶
（言

の
列
が

つ
づ
く

頭
上
に
鳴
る
わ
　
風
の
音
ば
か
り

わ
ず
か
に
　
光
が
見
え

城
跡
ら
し
き
所
に
つ
く

一
段
と
　
一局
い
所
が

城
跡
ら
し

い
　
ふ

っ
と

一
息

連
ら
な
る
山
々
の
峰

心
地
よ
い
風
に
吹
か
れ
て

武
士
と
は
　
か
な
し
い
者

追
風
に
送
ら
れ
て
　
帰
路
に
つ
く

藤
代
　
由
子

激
動
の
年
の
瀬
に
思
う

種
本

　
実

先
日
安
土
市

で
は
、
安
土
城

の
築
城
四

百
年
祭
を
行
う
に
つ
き
比
叡
山
に
協
賛
を

呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
断
わ
ら
れ
た
そ
う

で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
信
長
の
焼

き
討
ち
が
根
因
で
あ
る
。
こ
の
蛮
行
で
は

僧
兵
ば
か
り
で
は
な
く
、

い
く
さ
と
は
無

関
係
な
ま
じ
め
な
僧
侶
と
在
俗
の
老
若
男

女
数
千
人
を
、
家
来

の
助
命
嘆
願
を
無
視

し
て
皆
殺
し
に
し
た
。
　

四
百
年
と
い
う

星
霜
も
被
害
者
の
怨
念
を
霧
消
す
る
に
は

至
ら
な
い
ほ
ど
、
悲
惨
な
行
為
で
あ

っ
た

と
い
え
る
。
遠

い
中
世
の
出
来
事
が
現
代

に
も
尾
を
引

い
て
い
る
と
い
う
事
例
は
珍

し
く
は
な
い
が
、
な
に
げ
な
く
聞

い
て
い

た
Ｎ
Ｅ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
解
説
の
中

で
触
れ

ら
れ
た
こ
の
報
道
は
、
中
世
と
現
代
を
表

裏
的
に
感
じ
さ
せ
た
事
件
で
あ
り
感
壊
を

受
け
た
。

と
こ
ろ
で
平
成
三
年
は
真
珠
湾
か
ら
五

十
年
、
満
州
事
変
か
ら
六
十
年

で
あ
り
、

十
二
月
に
は
太
平
洋
戦
争
を
め
ぐ

っ
て
日

米

の
多
彩
な
論
調
が

マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し

た
。
戦
後
生
ま
れ
で
も
、
半
世
紀
前

の
戦

禍

の
実
態
は
求
め
れ
ば

い
く
ら
で
も
得
る

こ
と
が
で
き
る
。
　

と
は
い
え
、
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
に
熱
中
す
る
わ
が
子
を
眺
め
つ
つ
、

戦
争
を
知
ら
な
い
親
と
し
て
″
本
当
の
戦

争

″
を
ど
う
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
こ

こ
ろ
も
と
な
い
。
新
大
陸
発
見
以
来
、
欧

米
列
強
が
近
代
化
さ
れ
た
軍
事
力
を
背
景

に
有
色
人
種
を
好
餌
と
し
て
き
た
罪
は
不

間
と
さ
れ
、
日
本
だ
け
が
全
世
界

に

一
億

総
懺
悔
す
る
の
は
軽
桃

で
あ
る
。
だ
が
明

治
以
降
わ
が
国
の
進
路
が
真
珠
湾

へ
と
向

か

っ
た
過
程
を
検
証
し
、

″
過
ち

″
を
畑

上
に
載
せ
な
け
れ
ば
歴
史
か
ら
の
貴
重
な

教
訓
は
得
ら
れ
な
い
と
思
う
。

一
方
、
人
類

の
歴
史
は
戦
争
の
歴
史
と

も
い
え
る
。
わ
が
国
で
は
、
稲
作
が
始
ま

っ
た
弥
生
時
代
か
ら
武
器
の
製
作
が
始
ま

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
戦

い
が
武
器
を
生
む

の
か
、
武
器
が
血
を
欲
す
る
の
か
、
今
な

お
戦
火
が
絶
え
な
い
地
上
は
や
が
て
廃
虚

と
な
る
日
も
杞
憂

で
は
な
い
。

い
ま
こ
そ

人
類

の
英
智
は
軍
拡
か
ら
軍
縮

へ
歩
む

べ

く
、　
一
人
ひ
と
り
が
後
世

に
責
任
を
負

っ

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
や
た

ら
に
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
名
や
曲
を
耳
に
す

る
と
思

っ
た
ら
、
今
年

（平
成
三
年
）
は

彼
の
没
後

三
百
年
だ
そ
う
だ
。

い
ろ
ん
な

意
味

で
今
年
は
記
念
す

べ
き
年
だ

っ
た
。

湾
岸
戦
争
、
共
産
圏
諸
国
の
瓦
解
、
宮
沢

新
総
理
誕
生
、
様
々
な

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び

交
う
日
々
、
新
聞

の
見
出
し
に
目
を
奪
わ

れ

つ
つ
も
、
記
事
を
十
分
理
解
す
る
に
は

至
ら
な
い
う
ち
に
年

の
瀬
を
迎
え
た
自
分

に
、
じ
く
じ
た
る
思
い
が
す
る
。
米
の
自

由
化
、
経
済
摩
擦
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
案
、
脳
死

臨
調
、
プ

ロ
野
球
の
フ
リ
ー
エ
ー
ジ

ェ
ン

ト
制
、
学
校

の
週
五
日
制
等
々
来
年

へ
の

積
み
残
し
は
多

い
。

「
激
動

で
な
い
年
は
な
い
の
で
す
か
ら

…
…
精

一
杯
や
る
だ
け
で
す

」
十
月
、
総

理
就
任
を
真
近
に
し
た
宮
沢
氏

の
弁
。
待

め
構
え
て
い
る
新
た
な
激
動
に
押
し
切
ら

れ
る
よ
う
に
、
師
走
は
か
け
足
で
去
り
、

い
ま
歴
史

の
ペ
ー
ジ
が
め
く
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

―
十
二
月
二
十

一
日
―

第
四
十
八
回
中
世
を
読
む
会

の
御
案
内

城
郭
研
究
部
会
主
催

↑
ア
ー

マ
）

′
戦
国
武
将

の
手
紙
を
読
む
２

（時
）
二
月

二
十
七
日

（金
）
午
後
七
時

一
（所
）
中
央
公
民
館
２
Ｆ
和
室

一
（会
費
）
無
料
　
但
し
テ
キ
ス
ト
代
要

¨
※
参
加
自
由
、
初
心
者
歓
迎

¨

（
問

い
合

せ
先

）

出

内

博

都

“
　
■

（〇
八
四
九
）

五
五
―
〇
五
二
五

夕

●

●

●

゛

●

゛

●

●

●

０

●

゛

０

゛

●

゛

０

゛

●

゛
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備
陽
史
探
訪

の
会

平
成
四
年
度
総
会
報
告

平
成
二
年
度
活
動
報
告

二
月

二
四
日
　
総
会

（於
中
央
公
民
館
）

記
念
講
演

「
近
世
瀬
戸
内
地
域

に
於
け

る
土
地
制
度

」
講
師
　
主円
野
春
水

先
生

参
加
四
六
名

二
月
十
日
　
倉
敷
　
岡
山

ぶ
ら

ぶ
ら
歩
き

講
師
　
神
谷
和
孝

・
佐
藤
秀
子

二
月

一
七
日
　
バ
ス
例
会
　
戦
国
小
早
川

氏

の
城
跡
を
訪
ね
て

担
当
　
末
森
清
司
　
参
加
五
三
名

五
月
五
日
　
第
九
回
親
と
子

の
古
墳
め
ぐ

り
　
中
条
―
加
茂
方
面

担
当
　
古
墳
部
会
　
参
加
六
八
名

六
月
九
日
　
バ
ス
例
会
　
一局
松
城
と
足
守

を
訪
ね
て
　
担
当
　
種
本
実

参
加
五
六
名

七
月

二
八
日
　
太
平
記
座
談
会

（於
福
山

城
湯
殿
）

担
当
　
田
口
　
出
内
　
後

藤

・
神
谷
）

参
加
四
九
名

九
月

一
日
　
歴
史
講
演
会

（於
湯
殿
）

「
窪
田
次
郎
と
そ
の

一
族

」

講
師
　
園
尾
裕
　
参
加

二
〇
名

九
月

二
二

・
二
三
日

　

一
泊
旅
行

―
丸
亀

・
善
通
寺

・
高
松
方
面
―

担
当
　
旅
行
委
員
　
参
加
四
六
名

平
成
四
年
二
月
二
三
日

〇
月

二
〇
ロ
　
バ
ス
例
会
　
神
石
町
の

史
跡
め
ぐ
り
　
担
当
　
出
内
博
都

参
加
四
七
名

一
月

一
七
日
　
バ
ス
例
会
　
小
早
川
氏

の
氏
寺
を
訪
ね
て
　
担
当
　
堤
勝
義

参
加
四
二
名

二
月

一
日
　
バ
ス
例
会
　
本
郷
町
の
古

墳
め
ぐ
り
　
担
当
　
山
口
　
網
本

参
加
三
二
名

二
月

一
五
日
　
歴
史
講
演
会

（於

ワ
シ

ン
ト
ン
ホ
テ
ル
）

「
草
戸
千
軒
の
商

い
」

担
当
　
下
津
間
康
夫
　
参
加
三

一
名

忘
年
会

（
於

ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
）

監
査
報

告
書

平
成
三
年
度

の
会
計
収
支

に
関
す
る
帳

簿
並
び
に
証
拠
書
類

の
監
査
を
行

っ
た
結

果
、
会
計
処
理
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

事
を
認
め
ま
す
。

平
成
四
年

二
月

二
三
日

監
査
委
員
　
藤
代
由
子
③

監
査
委
員
　
堀

エ
ミ
子
③

平
決成

曇言
童
日

平
成
四
年
度
活
動
計
画

二
月

二
三
日
　
総
会

・
記
念
講
演

（於
中

央
公
民
館
）
「
備
後

の
古
墳

」

講
師
　
脇
坂
光
彦
先
生

二
月

二
二
日
　
バ
ス
例
会
　
矢
掛
町
の
史

跡
め
ぐ
り

担
当
　
神
谷

・
田
口

・
山
口

五
月
五
日
　
第
十
回
親
と
子
の
古
墳
め
ぐ

り
及
び
記
念
行
事

（中
央
公
民
館
）

六
月

一
四
日
　
大
門
町
の
史
跡
め
ぐ
り

徒
歩
）

担
当
　
後
藤
匡
史

八
月
二
日
　
座
談
会
　
織
田
信
長

九
月
六
ロ
　
バ
ス
例
会
　
神
石
郡
三
和
町

の
史
跡
め
ぐ
り
　
担
当
　
馬
屋
原
享

出
内
博
都

一
〇
月

一
〇

・
一
一
日
　

一
泊
旅
行

西
播
の
史
跡
を
訪
ね
て

担
当
　
旅
行
委
員

一
一
月

一
五
日
　
バ
ス
例
会
　
秋

の
古
墳

め
ぐ
り
　
担
当
　
古
墳
部
会

一
二
月

一
三
日
　
歴
史
講
演
会
及
び
忘
年
会

〇
郷
土
史
入
門
講
座

の
開
催

〇
第
十
回
親
と
子
の
古
墳
め
ぐ
り
記
念
行

事
事
業

平
成
四
年
度
予
算

収 入 の 部 支 出 の 部

目科 金   額 科 目 金   額

越

費

上

息

収
鵬劉

繰

会

資

預

雑

339,016
412,440
22,107
7,430

70,763

費
費
剛
費
費
料
費

用
付
費

金

信
刷
嚇

務

口叩
演
弔
費

　
〈バ
脚

通
印
偽

事
備
講
慶
雑
寄

諸
次

150,754
330,527
1256,985
32,169
15,295
74,490
48,785
30,786
10,000
23,100

135,850
計 851,756 計 851,756

収 入 の 部 支 出 の 部
科 日 金  額 科 目 金   額

越

費

入収

繰

会

雑

135,850
350,000
10,000

通 信 費

印 刷 費

事 務 費

備 品 費

講 演 料

諸 会 費

次期繰越金

110,000
230,000
25,000
40,000
40,000
20,000
3o,850

計 495.850 計 495,850
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備
陽
史
探
訪
の
会

第
七
期
役
員

任
期

Ｈ
４
年
２
月
Ｉ
Ｈ
６
年
２
月

名
誉
会
長
　
神
谷
和
孝

（
歴
民
研
部
長
兼

任
）

会
長
　
　
　
田
口
義
之

副
会
長
　
　
中
村
勤
史

″
　
　
　
山

口
哲
晶

（古
墳
部
会
長
兼

任
）

ク
　
　
　
七
森
義
人

（事
務
局
長
兼
任
）

古
墳
部
会
副
部
会
長
　
網
本
善
光

城
郭
部
会
長
　
　
　
　
出
内
博
都

参
与
　
　
　
佐
藤
洋

一

″
　

　

　

中
西
　
晃

″
　

　

　

棗
田
英
夫

″
　

　

　

末
森
清
司

ク
　

　

　

後
藤
匡
史

ク
　

　

　

種
本
　
実

（新
任
）

事
務
局
参
与
　
馬
屋
原
享

会
計
　
　
　
佐
藤
秀
子

事
務
局
　
　
井
上
良
三

・
佐
藤
錦
士

金
永
真
澄

監
査
委
員
　
藤
代
由
子

・
堀

エ
ミ
子

※
退
任
　
堤
勝
義

・
高
橋
安
子

神

石
郡

油

木

町

の
古

墳

調
査

事
業
報
告
（
委
託
事
業
）

（
古
墳

・
城
郭
合
同
事
業

）

七
月

二
〇
日
　
予
備
調
査
　
馬
塚
他

一

三
古
墳

（
田
口

・
山

口

・
網
本

・
出

内
）

七
月

二

一
日
　
予
備
調
査
　
松
本
古
墳
他

七
古
墳

（
田
口

・
山

口

・
網
本

・
出
内

佐
藤
）

八
月
六
日

・
八
日
　
調
査
計
画
打
合

せ

（
田
口

・
山
口

¨
網
本

・
出
内
）

一
一
月

一
〇
日
　
現
地
調
査

（山
口

・

中
村

・
七
森

・
出
内
）

一
一
月

二
四
口
　
現
地
調
査

（
山
口
　
網

本

・
藤
井

・
中
村

・
田
中

・
七
森

・
出

内
　
現
地
協
力

二
人
―
藤
野
呂
古
墳

・

田
中
後
古
墳
実
測
）

一
二
月
七

・
八
日
　
現
地
調
査

（
田
口

網
本

・
中
村

・
出
内
…
…
田
中
後
古
墳

塚
屋

上
高
壺

・
太
鼓

ノ
丸

・
塚

ン
ダ

・

大
坪
戸
墳
）

一
二
月

一
四
日
　
現
地
調
査

（山
口

・
網

本

。
中
村

・
田
中

・
出
内
…
…
三
秀
火
塚
）

一
二
月

二
三
日
　
現
地
調
査

（山

口

・
中

村
　
七
森

・
田
中

・
出
内
…
…
奈
良
古

墳
―
大
雨
中
止
）

一
月

一
二
日
　
現
地
調
査

（山

口

・
網
本

・

中
村

・
高
端

・
七
森

・
田
中

・
出
内
…

奈
良
古
墳
、
太
鼓

ノ
丸
古
墳
）

馬
塚
以
下
残
余

の
も
の
は
二
月
に
行
う

予
定
。

※
参
加
希
望
者
は
出
内

（
■
五
五
―
〇
五
二
五
）
ま
で
申
し
出

て

下
さ
い
。
大
歓
迎
し
ま
す
。

中
世
を
読
む
会

毎
月
第
三
金
曜
日
に
実
施
、　
一
〇
名
前

後

の
人
が
参
加
、
今
年
か
ら
現
物

の
写
真

版
を
テ
キ
ス
ト
に
し
た
。

一
、
関
東
御
教
書

（熊
谷
文
書
）
　

一
一、

小
早
川
定
心
譲
状
　
一二
、
熊
谷
直
経
合
戦

手
負
注
文
　
四
、
足
利
高
氏
軍
勢
催
促
状

五
、
小
早
川
祐
景
自
筆
中
状
　
エハ
、
毛
利

広
房
重
書
案
　
七
、
常
陸
親
王
令
旨

八
、
平
子
重
一房
紛
失
状
　
九
、
小
早
川
本

荘
新
荘

一
家
連
判
契
約

　

一
〇
、
毛
利
豊

元
合
戦
太
刀
注
文

　

一
一
、
大
内
政
弘
下

文

　

一
一
一
、
山
名
持
豊
書
状

　

一
〓
一、
毛

利
元
就
外
十

一
名
契
状

　

一
四
、
小
早
川

隆
景
自
筆
書
状

　

一
五
、
正
親
天
皇
綸
旨

一
六
、
吉
川

一
心
譲
状

　

一
七
、
毛
利
元

就
自
筆
書
状
な
ど
身
近
な
武
家
文
書
を
テ

キ
ス
ト
に
し
て
い
ま
す
。

備
陽

史

探
訪

の
会

古

墳

・
城

郭
研
究

部
会

平
成
三
年
度
行
事
報
告

一
月
　
油
木
町
山
城
実
測
調
査

二
月
　
　
同
　
右

四
月
　
親
と
子
の
古
墳

め
ぐ
り
下
調

査

五
月
　
親
と
子
の
古
墳
め
ぐ
り

七
月
　
油
木
町
古
墳
分
布
調
査

一
一
月
　
油
木
町
古
墳
分
布
調
査

一
二
月
　
秋

の
古
墳
巡
り

・
油
木
町
古
墳

実
測
調
査

平
成
四
年
度
行
事
計
画
案

二
月

一
六
日
　
神
辺
町
要
害
山
城
址
の
測

量
調
査

（実
施
）

二
月
　
油
木
町
古
墳
実
測
調
査

四
月
　
親
と
子
の
古
墳
巡
り
下
調
査

・
準

備

五
月
　
親
と
子
の
古
墳
巡
り

（
一
〇
周
年
）

一
一
月
　
秋

の
古
墳
巡
り
、
福
山
市
内

の

山
城
調
査

一
二
月
　
福
山
市
内

の
山
城
調
査

そ
の
他
　
①
油
木
町
山
城

・
古
墳
実
測
調

査
の
ま
と
め

②
福
山
市
内

の
古
墳

の
実
測
調

査

（場
所
は
未
定
）

歴
史
民
俗
研
究
部
会

（
活
動
報
告

）

〇
年
中
行
事
を
学
習
す
る

二
月

一
六
日

（土
）
　

正
月
か
ら
春
に

か
け
て
の
行
事
に
つ
い
て

七
月
二
七
日

（土
）
　

春
か
ら
夏
に
か

け
て
の
行
事
に
つ
い
て

○
文
化
財
の
見
学
会

大
三
島
を
訪
ね
る
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平
成
四
年
六
月
例
会
予
告

六
月
十
四
日
（
日

）

大
門
町
の
史
跡

旧
笠
岡
街
道
を
行
く

担
当
　
後
藤
匡
史

大
門
町
随

一
の
史
跡
、
縄
文
貝
塚

（前

中

・
後
期
）
を
振
り
出
し
に
西
谷
四

ツ
堂

の
あ
る
所
、
常
夜
燈
の
下
、
道
じ
る
べ

（右
さ
く
み
ち
、
左
ふ
ち
う
み
ち
）
と
書

い
て
あ
り
、
旧
の
旧
笠
岡
街
道
東

へ
鳥
帽

子
山
八
幡
社
、
こ
こ
か
ら
は
昭
和
五
五
年

九
月
福
山
女
子
校

々
地
拡
張
工
事

の
際
併

せ
て
同
神
社
が
境
内
を
広
げ
る
為
造
成
工

事
中
、
十

二
世
紀
頃

の
碗
や
高
杯
が
出
土
、

中
世
祭
杷
遺
跡
か
と
注
目
さ
れ
た
。

こ
こ
よ
り
北
に
折
れ
、
真
明
寺
枝
廣
城
南

山
麓
、
備
中
大
下
高
田
河
内
守

の
墓
他
家

臣
、
又
上

の
坊
境
内
に
は
坪
生
庄

（
坪
生

町
）
西
山
城

々
主
神
原
氏
の
供
養
塔
、
そ

こ
か
ら
横
道
四

ツ
堂
、
明
知
山
城

と
続
く
。

こ
の
横
道
以
前
は
通
称
七
隠
、
日
本
廻
國

碑
二
基
　
文
政

・
天
保
年
間
石
ず
ち
山
廻

國
碑
又
、
大
門
と
笠
岡

の
境
界
道
じ
る
べ

右
さ
く
み
ち
、
左
福
山

昭
和
三
二
年
国
道
二
号
線
整
備
拡
張
の
頃

ま
で
の
古
道
を
ゆ

っ
く
り
歩

い
て
み
ま
せ

ん
か
。

※
詳
細
は
後

日
ご
案
内
致
し
ま
す
。

①
大
門
貝
塚
　
福
山
市
史
跡

②
五
箇
八
幡
社

（枝
廣
氏
寄
進
の
燈
ろ
う
）

③
枝
廣
城
　
真
明
寺
高
田
河
内
守
墓

④
上
の
坊
　
坪
生
西
山
城

々
主
神
原
氏
供

養
塔

⑤
野
々
浜
四

ツ
堂
　
建
立
年
代
の
確
か
な

お
堂

⑥
明
知
山
城
山
麓
　
廻
國
碑
、
道
じ
る

べ

①
光
円
寺
　
境
内

に
元
禄
年
間
鶴
亀
様
し

き
の
庭
園

新
企
画

郷
土
史
入
門
講
座

″
例
会

″
で
は
少

々
も
の
た
ら
な
い
し
、

″
部
会

″
は
ど
う
も
専
間
的
す
ぎ
て
…

と
い
う
方

の
た
め
に
今
年
よ
り
新
た
に

″
郷
土
史
入
門
講
座

″
と
題
し
て
、
平
易

な
福
山
地
方
史

の
講
演
会
を
催
し
ま
す
。

原
則
と
し
て
毎
月
第
四
土
曜
日
の
午
後
、

中
央
公
民
館

に
お
集
ま
り
下
さ
い
。

（但
し
開
催
日
は
講
師

の
都
合

に
よ
り
変

更
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
は
そ
の
都
度
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

第

一
回
郷
土
史
入
門
講
座

（
テ
ー
マ
）
福
山
の
古
墳

（講
師
）
副
会
長
　
山
口
哲
晶

（時
）
四
月
二
十
九
日

（
み
ど
う
の
日
）

午
後

一
時
三
〇
分
―
三
時

（場
所
）
中
央
公
民
館
第
二
会
議
室

（会
費
）
無
料

参
加
自
由
、
問

い
合
せ
は
事
務
局
ま
で

事
務
局
よ
り

☆
二
月
末
ま
で
に
会
費
未
納

の
方
は
脱
会

さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

☆
会
報
五
四
号
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

内
容
は
会
や
歴
史

に
関
す
る
も
の
な
ら
何

で
も
け

っ
こ
う
で
す
。
六
月
末
ま
で
に
お

寄
せ
下
さ
い
。

」L7
義葱計 4響哺ノ

れ,if新 覇薪方妻ヽ

大門町の史跡分布図 (番号は右掲の もの )
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規
模
が
大
き
く
、
建
築
の
質

，
優
れ
、　
　
　
石
棚
を
持

っ
た
横
穴
式
石
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